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横浜市区別標準化死亡比（SMR） 

地域別に、死亡数を人口で除した通常の死亡率（粗死亡率）を比較すると、地域の年齢構成に差がある

ため、高齢者の多い地域では死亡率が高くなり、若年者の多い地域では低くなる傾向があります。このよう

な年齢構成の異なる地域間で、死亡状況の比較ができるように考えられた指標として、標準化死亡比

（Standardized mortality ratio : SMR）があります。標準化死亡比は、基準集団の年齢階級別死亡率をもと

に当該地域の人口から算出される期待死亡数と、その地域で実際に観察された死亡数の比を用いること

で、その地域の死亡状況がどの程度かを推測する指標です。標準化死亡比を用いることで、年齢構成の

異なる集団について、年齢構成の違いを気にすることなく、より正確に地域比較ができます。 

衛生研究所では、代表的な疾患について全国と比較した区ごとの標準化死亡比を算出し、ホームペー

ジ（http://www.city.yokohama.lg.jp/kenko/eiken/health-inf/katsuyo/data.html）に掲載しており、今回、昨

年度公表された平成24年の人口動態から得られた数値を元にデータを更新しましたのでご紹介します。な

お、表の中の数字は、それぞれの疾患における全国の死亡率を1.00としたときの比で、1.00よりも大きいと

きは全国よりも標準化された死亡率が高いことを意味します。 

 

 

※全国と比べて、統計学的に有意（p<0.05）に標準化死亡比が高い値を太字斜体下線引きとしました。 

表1 横浜市区別標準化死亡比（男性・抜粋） 

区名 全死因 結核 
悪性 

新生物
急性心筋

梗塞 
心不全

脳血管

疾患 
大動脈瘤 

及び解離 
肝疾患 自殺 

横浜市 0.957 1.203 1.005 1.235 1.240 0.901 1.087 1.397 0.845 

鶴見 1.124 1.182 1.160 1.608 1.215 1.177 1.310 2.012 0.823 

神奈川 1.012 1.279 1.059 1.182 1.206 0.927 1.228 1.446 0.812 

西 1.057 1.065 1.014 1.516 1.341 1.034 1.037 1.774 0.781 

中 1.352 3.605 1.168 2.395 1.265 1.507 1.076 5.476 1.432 

南 1.153 1.313 1.189 1.527 1.509 1.163 1.185 2.130 1.100 

港南 0.907 1.330 0.988 0.984 1.326 0.795 1.053 1.040 0.751 

保土ケ谷 0.977 1.370 1.041 1.069 1.309 0.939 1.219 1.063 0.830 

旭 0.925 0.824 0.969 1.257 1.133 0.803 1.018 1.371 0.866 

磯子 0.974 0.969 1.026 1.654 0.895 0.976 1.047 1.558 0.851 

金沢 0.880 0.970 0.972 0.665 1.531 0.795 0.925 0.789 0.748 

港北 0.899 1.116 0.964 1.297 1.075 0.785 1.116 1.046 0.839 

緑 0.895 0.977 0.957 1.140 1.192 0.842 0.909 1.055 0.822 

青葉 0.766 1.080 0.872 0.812 1.223 0.644 1.217 0.568 0.715 

都筑 0.786 1.225 0.851 1.015 1.234 0.645 1.023 0.696 0.722 

戸塚 0.888 0.857 0.965 1.251 1.040 0.858 0.924 0.984 0.792 

栄 0.839 1.309 0.900 1.014 0.977 0.806 1.025 0.772 0.884 

泉 0.898 0.909 0.942 0.968 1.570 0.827 1.065 1.017 0.800 

瀬谷 0.995 0.907 1.006 1.188 1.454 0.860 1.042 1.272 0.834 
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表2 横浜市区別標準化死亡比（女性・抜粋） 

区名 全死因 結核 
悪性 

新生物
急性心筋

梗塞 
心不全

脳血管

疾患 
大動脈瘤 

及び解離 
肝疾患 自殺 

横浜市 0.983 1.164 1.029 1.160 1.085 0.952 1.152 1.115 0.979 

鶴見 1.158 1.143 1.176 1.488 1.143 1.263 1.121 1.360 0.989 

神奈川 1.009 1.354 1.040 1.261 1.107 1.012 1.175 1.020 0.936 

西 1.117 1.117 1.109 1.468 1.095 1.101 1.773 1.213 1.002 

中 1.167 1.864 1.280 1.456 1.019 1.083 1.109 1.235 1.177 

南 1.145 1.369 1.164 1.524 1.148 1.239 1.361 1.267 1.025 

港南 0.965 0.451 0.975 1.035 1.078 0.909 1.114 1.316 0.977 

保土ケ谷 1.002 0.975 1.043 1.072 1.037 1.009 1.398 1.096 1.004 

旭 0.957 0.731 1.006 1.236 1.017 0.910 1.214 0.962 1.011 

磯子 0.980 1.332 0.988 1.498 0.972 1.051 1.143 0.920 1.000 

金沢 0.969 1.444 1.008 0.568 1.386 0.837 1.046 1.123 0.961 

港北 0.927 1.185 1.030 1.089 0.909 0.871 1.117 1.048 0.918 

緑 0.872 1.131 0.953 1.079 1.023 0.808 1.184 1.158 0.943 

青葉 0.813 1.322 0.924 0.669 1.001 0.699 1.065 1.044 1.026 

都筑 0.859 1.162 0.944 0.952 0.999 0.777 0.825 0.972 1.008 

戸塚 0.959 1.097 0.980 1.412 1.103 0.949 1.111 1.115 0.814 

栄 0.911 1.226 0.938 1.112 0.782 0.877 1.130 1.151 1.011 

泉 0.935 1.305 0.940 1.016 1.252 0.883 0.882 1.094 0.849 

瀬谷 1.046 1.124 1.087 1.092 1.492 0.909 1.061 1.018 1.155 

SMR算出法 : ベイズ推計法 

観察期間 : 平成20～24年 

全国の性・年齢別・死因別の死亡数 : 平成20～24年の平均値を使用 

横浜市および当該区の男女別・死因別死亡数 : 平成20～24年の平均値を使用 

全国の性・年齢別人口 : H22国勢調査人口、推計人口（各年10月1日現在）を使用 

横浜市および当該区の性・年齢別人口 : H22国勢調査人口、推計人口（各年1月1日現在）を使用 

 

横浜市全体では、男性では肝疾患、心不全、急性心筋梗塞、結核、大動脈瘤及び解離、女性では急性

心筋梗塞、大動脈瘤及び解離、肝疾患、心不全、悪性新生物の死亡比が全国より有意に高くなっていまし

た。区別でみると、特に中区の男性では多くの疾患で全国よりも高い死亡比を示しており、その中でも肝疾

患は全国の約5.5倍、結核は約3.6倍、急性心筋梗塞は約2.4倍高くなっていました。 

標準化死亡比は区や性別によって特徴があり、各区における健康施策立案に際して非常に参考になる

と考えられますが、さらにより具体的な施策立案に際しては、各疾患の要因や発生地域、区民の生活習慣

などの詳細な分析が必要です。 

なお、下記ホームページ「保健統計データ集」の「標準化死亡比」のページには、今回掲載できなかった

他の疾患や、年ごとの標準化死亡比も掲載していますのでご参照ください。 

◆衛生研究所保健統計データ集： 

http://www.city.yokohama.lg.jp/kenko/eiken/health-inf/katsuyo/data.html 

 

 
【 感染症・疫学情報課 】 


